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検 討 す る た め Ｉｇ一α，互ｇ一β の 細 胞 外 都 分 の 大 腸 菌 へ の 発

現 を 試 み た． 〔方 法〕： ＰＣＲ に よ り ｈ 棚 ａｎ Ｍ 酬 （ア ミ

ノ 酸 配 列９１－４２９）， Ｂ２９（ア ミ ノ 酸 配 列８８－４７７を 増 幅 し，

ｐ Ｍ ＡＬ－ｐ２ ｖｅｃｔｏｒ へ 挿 入， 大 腸 菌 へ ｔｒａｎｓｆｏｒｍ し，
融

合 蛋 自 の 発 現， 精 製 を 行 っ た． 慰 合 蛋 自 は Ｗｅｓｔｅｍ

ｂｌｏｔｔｉｎｇ 法 に よ り 解 析 を 行 い， 精 製 し た 蛋 自 を マ ウ ス

に 免 痩 し た
．
〔結 果〕 Ｗｅｓをｅｒｎ ｂｌｏｔｔｉ㎎ 法 で Ｉｇ一α 融 合

蛋 自 は １０８ｋＤａ に ｄｉｍｅｒ， ５３
柵 ａ に ｍ ｏｎｏｍｅｒ の バ ン

ド が 認 め ら れ，吸 収 試 験 を 行 いＩｇ一α 特 異 的 蛋 白 で あ る

こ と を 確 認 し た
． マ
ウ ス の 玉ｇ一α に 対 す る 抗 体 産 生 を

ＦＡＣＳｃａｎ を 用 い 確 認 し た． 〔考 察〕 今 後 こ の モ ノ ク

ロ ー ナ ル 抗 体 を 用 い た Ｂ 細 胞 の 活 性 化 マ ー カ ー の 検

討 か ら 臨 床 的 に 応 用 で き る 可 能 性 が 考 え ら れ る．
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．
潟度応答性高丹子を結合した免疫グロプりンＧ

の調製と免疫複合体形成能

（医 絹 工 学 研 究 施 設η， 上 智 大 理 工
２〕）

菊 池 明 彦１〕・ 桜 井 靖 久１〕・ 岡 野 光 夫１〕・

武 井 奥 之２〕・ 青 木 隆 史皇〕・ 緒 方 直 哉呈〕

ポ リ （Ｎ一イ ソ プ ロ ピ ル ア ク リ ル ア ミ ド） （ＰＩＰＡＡｍ）

は 低 温 で 水 に 溶 解 し， ３２℃ 以 上 で は 不 溶 化 す る 特 徴 を

持 つ 高 分 子 で あ る． 我 々 は ＰＩ
ＰＡＡｍ を タ ン パ ク 質 に

結合させ温度変化で溶解一沈殿変化する新しいタンパ

ク 質 複 合 体 を 開 発 し て き て い る． 本 研 究 で は ＰＩＰＡＡｍ

を 抗 ヒ ト 逝 清 ア ル ブ ミ ンＩｇＧ に 結 合 さ せ， こ の 複 合 体

の 混 度 瓶 答 性， な ら び に ヒ ト 血 清 ア ル ブ ミ ン （ＨＳＡ）

との免疫複舎体形成能に注目して詳細な検討を行っ

た． 具 体 的 に は 片 末 端 に カ ル ボ キ シ ル 基 を 有 す る

ＰＩＰＡＡｍ を ＩｇＧ と 反 応 さ 竜 複 合 体 を 調 製 し た
．

ＰＩＰＡＡｍ の 濃 度 を 変 化 さ せ 反 応 導 入 量 を 織 御 し た．こ

の複合体は温度に応答して低温で溶解， 高温で沈殿す

る こ と を 濁 度 測 定 で 明 ら か に し た． ま た， ＨＳＡ と 免 疫

複合体を形成し， 温度制御により複合体形成が制御で

き る こ と も 明 ら か に し た
．
さ ら に， こ の 免 疫 複 合 体 は

高 温 に す る こ と に よ り， 未 反 応 の ＨＳＡ か ら 容 易 に 分

離 さ せ る こ と に 成 功 し， 新 し い 分 離 シ ス テ ム の 基 礎 基

盤 を 確 立 さ せ た
．

１７． 多 発 性 硬 化 症 に お け る Ｆａｓ 抗 原 発 現 の 榛 討

（神 経 内 科） 田 中 久 恵 ・ 太 田 宏 平 ・

生 坂 政 臣 ・ 清 水 優 子 ・ 植 圧１美 加 ・ 岩 田 誠

〔目的〕 多発性硬化症 （ＭＳ） では種々のリンパ球亜

分 函 の 異 常 カ書指 摘 さ れ て い る． ま 花 近 年， 活 性 化 細 胞

で の 顕 著 な ア 栄 ト ー シ ス の 出 現 都 報 告 さ れ て い る． 今

圓， ＭＳ 患 者 の γ 細 胞 上 の 活 性 化 抗 原 と ア ポ ト ー シ ス

の 関 違 分 子 の 発 現 を 検 討 し た． 〔対 象 お よ び 方 法〕 ＭＳ

患着！９例と健常対照著１２例の末梢血および髄液中単核

球 の 肌 Ａ－ＤＲ， ＣＤ６９， Ｆａｓ 抗 原 の 発 現 率 を 検 討 し た．

〔結 果〕 ＨＬＡ－ＤＲ， ＣＤ６９抗 原 の 発 現 は 末 梢 血 で 両 群 に

一有 意 差 は な か っ た カミ， ＭＳ 患 者 の 髄 液 中 の 各 抗 原 発 現

ほ 末 梢 臨 に 比 し 有 意 に 高 値 だ っ た． Ｆａｓ 抗 原 の 末 梢 血

での 発 現 は ＭＳ 群 で 有 意 に 高 く， 髄 液 で は さ ら に 高 値

を 呈 し た
．
〔結 論〕ＭＳ で は， 病 変 に 近 い 髄 液 申 で 丁 細

胞 淋 活 性 化 し， ア ポ ト ー シ ス が 活 発 に 誘 導 さ れ て い る

可 能 性 が 示 唆 さ れ た．

１８． べ 一 チ 沈 ツ ト 病 患 老 白 虹 球 の Ψａｓ 抗 原 検 索

（第二病院眼科） 徳田和央・長谷英樹・

永 富 絵 美 ・ 原 里 佳 ・ 氏 原 弘 ・ 宮 永 嘉 隆

べ 一 チ ェ ッ ト 病 （以 下 Ｂ 病） で は， 好 中 球 ま た は リ

ンパ球などの自施球カミその発症および病態に関与して

い る と 考 乏 ら れ て い る、 考 回 我 々 は， Ｂ 病 患 者 に お け

る 自 血 球 の 活 動 状 態， そ の 種 類 に よ る 相 異， 免 疫 抑 制

剤 投 与 に よ る こ れ ら へ の 影 響 な ど を 見 る た め に Ｂ 病

患 著 末 梢 血 の リ ン パ 球， 穎 粒 球 お よ び 単 球 に つ い て，

ａｐｏｐｔｏｓ１Ｓ を 促 進 す る 細 胞 膜 表 面 抗 原 で あ る Ｆａｓ 抗 原

を 検 索 し た． 対 象 は 東 京 女 子 医 大 第二二病 院 限 科 Ｂ 病 外

来 を 受 診 し た Ｂ 病 休 止 期 患 者１５例， 健 常 者至１例． 方 法

と し て， レ ー ザ ー フ ロ ー サ イ ト メ 壮リ ー 問 接 法 を 用 い，

以 下 の 繕 果 を 得 た．

１． Ｂ 病 患 者 の 末 梢 伽 リ ンパ 球 お よ び 願 粒 球 は，健 常

着 と 比 較 し て， ＦａＳ 抗 原 陽 性 傾 向 が 認 め ら れ た．

２
．
ＦＫ５０６

，
シ ク ロ ス ポ リ ン Ａ お よ び ス テ ロ イ ド 内

月艮中 の 症 例 で は， Ｆａｓ 抗 原 陰 性 頓 向カミ認 め ら れ た．
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